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Ⅴ．地震以外に起因する津波の評価

１．発電所周辺陸域における地すべり

１．１ 尻屋崎

１．２ 陸奥横浜

１．３ 平沼
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Ⅴ．地震以外に起因する津波の評価 １．発電所敷地周辺陸域における地すべり

１．１ 尻屋崎

防災科学技術研究所（2009）

（一部加筆）

（防災科学技術研究所（2009）に一部加筆）

：汀線

第1027回審査会合（R4.1.28）
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Ⅴ．地震以外に起因する津波の評価 １．発電所敷地周辺陸域における地すべり

１．２ 陸奥横浜

防災科学技術研究所（2009）

（一部加筆）

（防災科学技術研究所（2009）に一部加筆）

：汀線

第1027回審査会合（R4.1.28）
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Ⅴ．地震以外に起因する津波の評価 １．発電所敷地周辺陸域における地すべり

１．３ 平沼

防災科学技術研究所（2009）

（一部加筆）

（防災科学技術研究所（2009）に一部加筆）

：汀線

第1027回審査会合（R4.1.28）
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Ⅴ．地震以外に起因する津波の評価

２．下北太平洋側大陸棚外縁の海底地すべり

２．１ 海底地すべり：SLS-１

２．２ 海底地すべり：SLS-２

２．３ 海底地すべり：SLS-３

２．４ 海底地すべり：SLS-４



233Ⅴ．地震以外に起因する津波の評価 ２．下北太平洋側大陸棚外縁の海底地すべり

２．１ 海底地すべり：SLS-１

SLS-1 算定根拠

長さ（m） 3000
海底地形図からの
読み取り

幅（m） 5350
海底地形図からの
読み取り

比高（m） 300
現地形と復元地形
の差分から算定

厚さ（m） 50
現地形と復元地形
の差分から算定

傾斜（°） 5.71
比高及び長さから
算定

面積（km2） 15.4
海底地形図からの
読み取り

体積（km3） 0.52
現地形と復元地形
の差分から算定

算定根拠

SLS-1

現地形（平面図） 復元地形（平面図）

断面図

延長（m）

水

深

（m）

：現地形

：復元地形

• 長さ，幅，面積については海底地形図（地すべり地形）から算定し，比高，厚さ及び体積については地すべり地形と地すべり周辺の海底地形（水深コンター）
の関係から，海底地すべり前の地形を復元し，現地形と復元地形の差分から算定した。

断面線断面線

SLS-1

比高 厚さ

幅

長さ

第1027回審査会合（R4.1.28）
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SLS-2 算定根拠

長さ（m） 6000
海底地形図からの
読み取り

幅（m） 5000
海底地形図からの
読み取り

比高（m） 300
現地形と復元地形
の差分から算定

厚さ（m） 50
現地形と復元地形
の差分から算定

傾斜（°） 2.86
比高及び長さから
算定

面積（km2） 36.5
海底地形図からの
読み取り

体積（km3） 1.00
現地形と復元地形
の差分から算定

算定根拠

現地形（平面図） 復元地形（平面図）

断面図

延長（m）

水

深

（m）

：現地形

：復元地形

断面線

SLS-2

断面線

SLS-2

比高 厚さ

幅

長さ

Ⅴ．地震以外に起因する津波の評価 ２．下北太平洋側大陸棚外縁の海底地すべり

２．２ 海底地すべり：SLS-２

• 長さ，幅，面積については海底地形図（地すべり地形）から算定し，比高，厚さ及び体積については地すべり地形と地すべり周辺の海底地形（水深コンター）
の関係から，海底地すべり前の地形を復元し，現地形と復元地形の差分から算定した。

第1027回審査会合（R4.1.28）
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【McAdoo et al.(2000）による地すべり諸元の算定方法】

SLS-3 算定根拠

長さ（m） 1200
海底地形図からの
読み取り

幅（m） 5000
海底地形図からの
読み取り

比高（m） 20
海底地形図からの
読み取り

厚さ（m） 5

McAdoo et al.(2000)
による地すべり諸
元の算定方法を参
考に算定

傾斜（°） 0.95
比高及び長さから
算定

面積（km2） 3.2
海底地形図からの
読み取り

体積（km3） 0.01

McAdoo et al.(2000)
による地すべり諸
元の算定方法を参
考に算定

算定根拠

Ⅴ．地震以外に起因する津波の評価 ２．下北太平洋側大陸棚外縁の海底地すべり

２．３ 海底地すべり：SLS-３

• 長さ，幅，比高，面積については海底地形図（地すべり地形）から算定し，厚さ，体積についてはMcAdoo et al.(2000)による地すべり諸元の算定方法
を参考に算定した。

現地形（平面図）

長さ

（断面線） 幅

断面図

延長（m）

水

深

（m）

第1027回審査会合（R4.1.28）
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SLS-4 算定根拠

長さ（m） 1000
海底地形図からの
読み取り

幅（m） 5100
海底地形図からの
読み取り

比高（m） 100
海底地形図からの
読み取り

厚さ（m） 20

McAdoo et al.(2000)
による地すべり諸
元の算定方法を参
考に算定

傾斜（°） 5.71
比高及び長さから
算定

面積（km2） 3.8
海底地形図からの
読み取り

体積（km3） 0.04

McAdoo et al.(2000)
による地すべり諸
元の算定方法を参
考に算定

算定根拠

Ⅴ．地震以外に起因する津波の評価 ２．下北太平洋側大陸棚外縁の海底地すべり

２．４ 海底地すべり：SLS-４

• 長さ，幅，比高，面積については海底地形図（地すべり地形）から算定し，厚さ，体積についてはMcAdoo et al.(2000)による地すべり諸元の算定方法
を参考に算定した。

現地形（平面図）

長さ

幅

断面図

延長（m）

水

深

（m）

【McAdoo et al.(2000）による地すべり諸元の算定方法】
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Ⅴ．地震以外に起因する津波の評価

３．日高舟状海盆の海底地すべり

３．１ 浦河沖の海底地すべり

３．２ 尻屋崎沖の海底地すべり
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Ⅴ．地震以外に起因する津波の評価

３．日高舟状海盆の海底地すべり

３．１ 浦河沖の海底地すべり

３．１．１ 崩壊域，堆積域及び海底地すべりのすべり面の推定に用いた海上音波探査の測線

３．１．２ 崩壊域，堆積域及び海底地すべりのすべり面の推定結果
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Ⅴ．地震以外に起因する津波の評価 ３．日高舟状海盆の海底地すべり ３．１ 浦河沖の海底地すべり

３．１．１ 崩壊域，堆積域及び海底地すべりのすべり面の推定に用いた海上音波探査の測線

• 浦河沖の海底地すべり上の海上音波探査記録を用いて，崩壊域，堆積域及び海底地すべりのすべり面を推定した。

• 評価に用いた海上音波探査の測線を以下に示す。

：評価に用いた海上音波探査の測線

海上音波探査の測線

4159測線

0926測線

823-202測線

N

第1027回審査会合（R4.1.28）
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300m

400m

500m

約5km

Ⅴ．地震以外に起因する津波の評価 ３．日高舟状海盆の海底地すべり ３．１ 浦河沖の海底地すべり

３．１．２ 崩壊域，堆積域及び海底地すべりのすべり面の推定結果：143測線

143測線

西

東

：崩壊域（復元地形）

：堆積域（復元地形）

：すべり面

第1027回審査会合（R4.1.28）

資料1-2 p240 再掲



241

300m

400m

500m

約5km

144測線

西

東

：崩壊域（復元地形）

：堆積域（復元地形）

：すべり面

Ⅴ．地震以外に起因する津波の評価 ３．日高舟状海盆の海底地すべり ３．１ 浦河沖の海底地すべり

３．１．２ 崩壊域，堆積域及び海底地すべりのすべり面の推定結果：144測線

第1027回審査会合（R4.1.28）
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